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生
協
の
環
境
保
全
へ
の
取
り
組
み
は
一
九
七
〇
年

代
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
水
環
境
問
題
や
「
マ
イ

バ
ッ
グ
」
持
参
運
動
に
よ
る
レ
ジ
袋
削
減
か
ら
始
ま

り
、
一
九
九
〇
年
代
前
後
の
地
球
環
境
問
題
へ
の
関

心
の
高
ま
り
と
と
も
に
広
が
り
ま
し
た
。
組
合
員
が

参
加
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
な
ど
、
消
費
者
参
加
型

の
取
り
組
み
が
特
徴
で
、
全
国
の
生
協
で
は
す
で
に

約
五
〇
％
の
レ
ジ
袋
削
減
率
を
達
成
し
、
店
舗
の
約

六
割
が
有
料
化
を
実
施
、
一
年
間
に
全
国
で
約
三
億

枚
の
レ
ジ
袋
を
削
減
し
て
い
ま
す
。
牛
乳
パ
ッ
ク
の

回
収
も
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
で
す

が
、
そ
れ
ら
の
収
益
金
を
積
み
立
て
て
、
植
林
を
行

い
、
森
林
保
全
な
ど
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

み
や
ぎ
生
活
協
同
組
合
で
は
一
九
九
二
年
か
ら
国

美しい森
も

林
り

づくり全国推進会議
日本生活協同組合連合会が担う

美しい森林づくりへの活動
「美しい森林づくり全国推進会議」の構成団体で、

消費者の立場に立った食品の安全行政を行っている日本生活協同組合連合会。
今回、組織推進本部 環境事業推進室 室長の大沢年一さんと、渉外広報本部 本部長スタッフの市川智弘さんに

おもな活動や「美しい森林づくり全国推進会議」での役割などを伺いました。

み
や
ぎ
生
協
を
中
心
に
広
が
る

「
こ
〜
ぷ
の
森
」
づ
く
り

有
林
の
分
収
造
林
制
度
を
活
用
し
た
植
林
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
、
栗
な
ど
の
広
葉
樹
を
植
え
、

下
刈
り
や
ツ
ル
切
り
な
ど
子
供
た
ち
も
参
加
す
る
活

動
を
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
「
こ
〜
ぷ
の
森
」
は
県

内
四
箇
所
に
広
が
り
、「
自
然
観
察
会
」
や
「
緑
の

観
察
会
」
を
定
期
的
に
行
い
、
多
く
の
人
た
ち
が
参

加
し
て
い
ま
す
。

生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
で
は
二
〇
〇
五

年
か
ら
五
カ
年
計
画
で
当
別
町
・
道
民
の
森
「
こ

〜
ぷ
の
森
」
で
の
育
樹
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
は
各
地
の
漁
協
が
主
催
す
る
魚
付
林
で
の
植
樹

活
動
で
現
在
、
札
幌
地
区
、
函
館
地
区
、
釧
路
地
区
、

苫
小
牧
地
区
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
か
が
わ
で
は
香
川
県

内
の
環
境
保
全
の
活
動
を
組
合
員
と
地
域
の
環
境
活

組織推進本部 環境事業推進室 室長の大沢年一さんと、
渉外広報本部 本部長スタッフの市川智弘さん

みやぎ生活協同組合での「こーぷの森」
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動
団
体
と
と
も
に
推
進
し
、
美
し
い
郷
土
づ
く
り
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
エ
コ
基
金
」
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
六
年
度
に
活
用
し
た
基

金
の
総
額
は
一
六
九
四
万
円
に
な
り
、
こ
の
内
、
約

三
三
〇
万
円
が
地
域
の
環
境
保
全
活
動
に
寄
付
、
助

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

広
島
生
活
協
同
組
合
連
合
会
と
「
木
の
香
る
住
宅

工
房
」
で
は
毎
年
、〝
安
全
・
安
心
な
住
ま
い
づ

く
り
〟
と
〝
環
境
保
全
〟
を
一
緒
に
考
え
る
「
住

ま
い
の
セ
ミ
ナ
ー
＆
山
の
セ
ミ
ナ
ー
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
年
も
七
月
か
ら
一
一
月
ま
で
計
五
回
に
わ

た
っ
て
行
わ
れ
る
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
木
材
の
特
性
、

木
を
つ
く
る
プ
ロ
セ
ス
、
地
域
材
利
用
の
意
味
な
ど

を
座
談
会
形
式
で
講
義
が
行
わ
れ
、
併
せ
て
、
椅
子

作
り
の
体
験
も
で
き
る
「
住
ま
い
の
セ
ミ
ナ
ー
」（
木

の
特
性
を
活
か
し
た
住
ま
い
）
や
林
業
家
か
ら
林
業

の
仕
事
と
そ
の
役
割
に
つ
い
て
う
か
が
い
な
が
ら
、

下
刈
と
植
林
を
体
験
す
る
「
山
の
セ
ミ
ナ
ー
」
も
催

さ
れ
ま
す
。

全
国
の
生
協
で
、
国
産
材
を
使
っ
た
製
品
を
販
売

拡
大
す
る
木
づ
か
い
運
動｢

３
・
９
グ
リ
ー
ン
ス
タ

イ
ル｣

（
サ
ン
キ
ュ
ー
グ
リ
ー
ン
ス
タ
イ
ル
）
も
広

ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
国
産
材
を
使
っ
て
CO2
を
減

ら
し
、
京
都
議
定
書
で
定
め
ら
れ
た
日
本
の
温
室
効

果
ガ
ス
削
減
目
標
六
％
の
内
、
三
・
八
％
を
森
林
に

よ
る
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
に
よ
っ
て
達
成
し
よ
う
と

い
う
取
り
組
み
で
す
。
中
で
も
、
高
知
県
四
万
十
川

流
域
の
ヒ
ノ
キ
の
間
伐
材
や
、
岐
阜
県
東
白
川
の
ヒ

ノ
キ
の
間
伐
材
を
活
用
し
た｢

ま
な
板｣

は
、
年
々

国
産
材
を
使
っ
た
商
品
の
拡
大
や

体
験
型
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
取
り
組
み

売
上
げ
を
伸
ば
し
て
い
る
人
気
商
品
で
す
。
木
製
調

理
器
具
や
木
製
玩
具
等
も
好
評
で
す
。｢

美
し
い
森

林
づ
く
り
全
国
推
進
会
議｣

の
構
成
団
体
と
し
て
日

本
生
活
協
同
組
合
連
合
会
は
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

１：秋に実施された「山のセミナー」

２：春に実施された「山のセミナー」

３、4：ヒノキの間伐材を活用した「まな板」

日本生活協同組合連合会

略称・日本生協連は、消費生活協
同組合法に基づいた全国の生協の
連合会です。コープ商品の開発と
会員生協への供給事業、通販事業、
共済事業の展開、消費者の立場に
立った食品の安全行政、平和・環
境・福祉をめぐる活動や事業など
に取り組んでいます。
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